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電
車
内
で
の
痢
漢
は
許
さ
れ
ぎ

る
犯

里
だ

が
　
一獅
漢

に
間
違

わ
れ
た
ら
と
り

不
ス
は
電
車
を
莉

■

，

つ

夕
ヽ
の
会
社

員

ら
に

手
と
指

の
位
置

，

動
き
を
詳

細

に
記
録

し
、

　

Ｐ
絋
っ
て
い
な

い
」
証
田

を
手
助

け
す
る

ア
プ

リ

「
冤
罪
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

一
．
〓
減

市

淀
川
区
の
Ｉ
Ｔ
企
業

「
ソ
リ

ュ
ー
ド

一
が

回
署

し
た

。

使

用
方
法
は

ア
プ

リ
を
起
動

し

、
画
一面
を
触

っ
た
ま
ま

ス

マ

ホ
を

握

り
　
電
車

に
乗
ス
●

も

う
片

方

の
手

で
、
か
ば
ん
や

つ

り
軍
を
持

つ
こ
と
が
前
躍
だ
．

ス

マ
ホ

の
衛
星
利
用
測
位
シ

ス
テ
ム

一
Ｃ
Ｐ
Ｓ

）
や
　
回
電

・
向
き
を
検

知
す
る
機

能
を
活

用
．
情
報
は
０
　
”
秒

単
Ｌ
で

記
録
さ
れ

、
画

面
に
触
れ
て
い

た
手
の
指

の
状

況
に
加

え
、

微

種

心
を
案
内
す
る

一
痴

漢
冤
罪

防
止
ナ
ビ

一
を

開
発
し
た
．
３

６
０
円
で
３
月
か
ら
配
信

し
、

す
で
に
数

百
件

の
ダ
ウ

ン

ロ
ー

ド
が
あ

っ
た
．

内
容

は
弁

護
士
が
監
修
　
客

観
的
証
拠
を

残
す

た
め
　
相
一手

と
の
や

り

と
り
を
重

国
で
撮
影

で
贅
ン
０
は

か
　
撮
影
中
も

一
人

違

い

で
あ

る

こ

と

を

主

張

す

る

」

「
相
手

に
自

分

か
犯
人
だ

と

思

う

理

由

を

尋

ね

る

一

「
（
縮
羅

片
な

ど

の
）
徴
物

検

査

の
希
望
を
申

し
出
る

」
―
と

状
況

に
応
し
た
「■
応
一カ
法
が
ナ

ピ
ゲ
ー
ト
さ
れ
る

．

開
発

に
携
わ

っ
た
奈
良
英
■

さ
ん
も
、
冤
罪

の
可
能

性

の
あ

る
痴
漢

最
動
を
目

の
当
た
り

に

し

「
自
分
だ

っ
た
ら
怖
い
」
と

痛
感
し
た
と
い

つ

　

「
記
憶

は

感
情
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
が
あ

り
、
自

分
と
相

手

の
双
方

の
た

め
に

も
動
画
で
残

す
メ
リ

ッ
ト

は
大
き

い

一
と
ま
り
る
．

「保
険
」も
人
気

ア
プ

リ
で
は
な

い
が

、
身

に

覚

え
の
な

い
痴
漠

だ
と
指
崎
さ

れ
た

ら
、
す

ぐ
に

，
謹
王

と
連

絡
を
取

り
　
道

本
を
仰

ぐ
こ
と

が

で
き
′
摺
漆
暉

，
―
ビ

ス
も

，

在
ヽ
を
高
め

て
い
る

一
痴
漠
篭
皐

ベ
ル
プ

コ
ー
ル

付
き
弁
護
士

費
用
保
険

一
．
取

り
扱

つ

一
ジ

ャ
パ

ン
少
額
短
期

保
険

一
に
よ
る
と
、
疑
い
を
か

け
ら
れ

た
場
合

、
携
帯

電
話
か

ら
逮
経
す

れ

ば
、
提
携
弁

護
士

に

メ

ー

ル

が

一
斉

送

信

さ

れ

る
．
そ

の
申
か
ら
　
対
応

可
能

ヽヽ

■
奎
士
が
電

話
な
ど
で
相
談

に
桑
●

　́
ア
ド

バ
イ

ス
●
ス
洋
」

組
み
ヽ

月
頷
凛
崎
料
は

５
９
０
■

契
約
者
は
急
増
し

て
お
り

、
０

っ
て
い
な
い

一
な
ど

と

男
女
が

争

っ
た
影
聟

で
電
車

が
現
場

で

足
止

め
に
，
自

ら
は
女
性

の
立

場

で
も

「
男
性
が
即
座

に
痴
漢

と
の
蕪
関
係
を

証
朗
す
る

ツ
ー

ル
が

ほ
い
の
は
理
不
尽

一
と
感

じ
　
闘
釜
‘
を
水
格
化
さ
せ
た
．

一
部

の
鉄
道
会

社
で
導

入
↑
Ｃ

れ

て
い
る
電

車
内

の
防
犯
カ
メ

ラ
映
像
や

　
日
摯

証
言
と
組

み

合
わ

せ
る

こ
と
で
　
効

果
の
高

ま
り
も
期
待
で
き
ス
●

ア
プ
リ

は
９
月

１
日
か
ら
苦

人
間
し

に

販
売
し
、
利
用

，
『
笠
は
年
間

３

千
円
を
予
定
し
て
い
る

弁
護
士
が
監
修

ポ
鐵
彬
再
機
雲
寵
喘
彙

引軌
導
師
鰐
罐
釉
一に必
部
醸
わ
〆
↑

警察か来ても問題が解決しな
い場部 弁護士を呼ぶ

れたのは  ll lllを めぐるコース
のマラソン当日.ロ ンドンロ協
のタワー・プリッジが発笥■で
取栖 もたもとのホテルだっ
た.しかも 送迎は名物の 2階
建てバス.しばし 旅行気分に
浸れた、     1坂 井朝彦)

トランプ氏対応
不支持６割

米
大
が
世
論
調
査
自
人
至
上
主
義
衝
突
で

編

集

奈
一託
一

支

持

局

の

”

％

が

反

対

だ

っ

た
ト

フ
ン
フ

ヽ

か
米

国
を

続

さ

せ
て
い
る
と

み

て
い
る

の
は

６２
％

で
、
共
和
党
支
霊

撥

で
も

”
％
が

こ
う
し
た
見
方

に
同
意

し
た
．
ト
ラ

ン
ブ

民

の
支
壼

革

は
ヽ
％
だ

っ
た
．
調
査
は
８
月

も

来
曰
す

Ｏ
Ｗ
Ｄ
の
ス
テ

ィ
ー

プ
　
ミ
リ
ガ

ン
最
高
経
営

責
任

者

（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と
会
談
一

Ｗ
Ｄ

が
売
莉
』
Ｌ
〓を
求
め

て
起
き
た

重́
い
●
戦
に
終
上
符
を
打
ち
、

月
内
輝
讐
彗
乞
目
指
す
方
丼

だ
．

上
場
陸
上

の
回
透
に
不
可
午
全
な

売
卸

手
続
き
が
、

当
初

の
慢

モ

売
却
を

完
了
さ
せ

て
債
務

超
過

を
解
消
し
、
上
場
維

持
に

こ
ぎ

青
け
た
い
考
え
だ
．

産
経
Ｏ
ｗ
Ｅ
ｓ
Ｔ

●
●
コ
″
●
〓
＾
ｏ
●
●
ヽ

，
０ヽ
●
´
ヽ
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'

月
は
約
９
０
０
人
、
６
月
は
約

２
２
０
Ю
人
が
加
入
．
現
時
点

で
約
５
千
人
に
上
る
．

さ

い
た

重

■

卜

年̈

、
契

莉

者

が

ヘ
ル
プ

コ
ー
ル
を
利
用
し

て
奔
謹
■

が
電
工
甍
コ
応
し
た
結

果
、
無

関
係
と
証

明
さ
れ

た
例

ふ
あ

っ
た
．

後

Ｌ

掬
漢
が
事
実

と
判
萌

し

た
場
合
は
厳
し

い
対
応
を

取
る

●

４

杉
本

向
上
社

長

は

「
保

険

で
犯
扉
者

を
最
う

つ
も
り
ほ

な

い

。

そ

の
場

合

は

負

担

し

， 上
珈
幹
■
な
ど
は
全
額
契
約
者

に
請

求

す

る

」

と

話

し

て

い

う

態本・御船9000万年前地層から

鮨
末

県

の
御
船

町
恐
竜
博
物
館

は

２
日
、
白

亜
紀
後
期
に
当
た
る
約

９

千
万
年

前
の
同
町
内

の
地
層
か

ら

ウ
シ
ガ
ル
ー
や

コ
ア
ラ
と
い

っ
た
言

袋

額
と
同
じ
担
先
を
持

つ
哺
乳
類

の

画

の
化

石
１
点

が
見

つ
か

っ
た
と

発

表

し
た
　
有
袋
類

の
■

間

の
化
●

発

掘

Ｌ

国
内

初
と
い
い
　
同
鮭

は

一
白

亜
紀
を
合
む
「
生

人

の
ア
ジ

ア
東
岸

で
、
哺
工
逝

の^
進

化
澤
一解
朗

す
る
手

掛

か
り

に

な

０

一
と
し
て

い
る

．

化
石
は
平
成

％
年

３
月
　
御
船
町

田
代

の

一
徊
酪
南
一群
上
部
層

一
で
採

取
し
た
砂
一石
に
埋
ま
ぅ

さ
洵
２
デ
、
一嘱
利
３
一

贅
し
０
な
ど
か
ら
　
優́
一

ど
の
肉

食
動
物

の
奥
逝

の
１
本

と
推
測

さ
れ
ス

か
み
‘
一
わ
せ
部
分

（

な

ど
か

ら
有
袋

類

の
ｎ

け

ら
れ

自

壼
紀

，

０
万
～
約

６
６
０
〇
一

業
＋
含
Ｌ
な
ど

で
生
息
一

れ
る

「
デ
ル
タ
テ
リ
´

よ
く
似
た
種

類

の
可
籠

み
ら
れ
る

．

有
袋
類
や
デ
ル
カ
■

は
、
哺
乳
類

の
中
で
よ

と
い
う
グ
ル
ー
プ

に
日

後
期

の
後
獣
類

の
化

万

に
　
ア
シ
ア
で
は
モ

ン

な
ど

の
内

障
部
で
翫
節

い
る
．
同
授
■
一％
日
ヽ

ま
で
化

石
を

一
般

公
函

ア
ジ
ア
東
岸
で

福
丼

県
立
大

の
官

日

学

研
究

所

准

教

授

（

学

）
の
話

「
今
回

の
ヽ

恐
電

が
す
‘
配
し
て

い
ト

に
　
有
霧
ｒ
“の
原
始

蘭

本
を
合
尋

ア
ジ
ア
章
百

い
た
可
能
性
を
う
か
ヽ

要
な
発
見
だ
．
過
去

ｒ

を
含
む
グ
ル
ー
プ

の
濾

が
見

つ
か

っ
て
い
る
福

県
な
ど
で
、

現
代

に

つ

類
の
化
石
替
見
つ
か
ス

る

な

う
う

一

一

ｐ

ｒ

」

民

■

　

１

デ

，

ラ

；

ソ
′

熊
本
県
御
船
町
ζ
見
つ
か
っ
た
有
袋
類
と

同
じ
祖
発
を
持
つ
哺
乳
類
の
歯
の
化
石

「
４
題

ザ


